














WHOQOL Group. 1994; 1995; 1997)。そこでは QOLは、
an individual's perception of their position in life in the context of the culture and value 









* 1 ここでいう iQOLの評価 ・向上jとは、あくまで当事者におけるQOLの向上のための方略、もしくは
必要なサポートについての議論を念頭に偉いたものである。











なお、 QOLが一般世間に広まったのは、 1964年に米国 ・ジョンソン大統領が“Great
Society"計画の一環として国民のQOL向上を宣言したことによるという指摘もある。



































































. Happiness does not lie in the possession 01 positJ've reinlorcers; it lies il1 behaving 
























スキサーは喚自主専の1983~伴、ヴ肯ーンヒ的決竃で、 Enjoy01d Age: A PractJcal Guide.ヒぃ-?









-書籍タイトル [EnjoyOJd Age: A Practical Guide.J (;楽しく見事に年齢をとる法 いまから
準備する8己充実プログラム/初めて老人になるあなたへ ハーバード流知的な老い方入門)
・第1章 Thjnking about OJd Age (:.老年期をどう迎えるか/老いを考える)
・第2jj言 DoingSometl1Ing about OJd Age (_人生を楽しむ知恵/老いに向きあう)
・第3~壁 Keepjngin Touch with the World (_五感の衰えをどう克服するか/感覚の衰えと
つきあう)
-第4章 Keepjngin Touch wi.也 thePast - Remembering 0記穫の衰えをどう克服するか
/記穂カを被う)
・第5皇室 Thinking CJearJy (;頭を柔らかくシャープにする/頭をしっかりと働かせる)
・第6章 KeepingBusy (J忙しくしつづける知恵/やりたいことを見つける)
・第7章 Havinga Good Day (J快適}こ暮らす知恵/快速に暮らす)
・第8意 GettingAJong with PeopJe (;楽しい入づきあいの知恵/人づきあいのしかた)
・第9寧 FeeJingBetter (，いつも陽気に生きる知恵/心を穏やかに保つ)
-第10寧 “:A Neccessary End" - The lear 01 Death G死の恐怖とどうつきあうか/死を恐
れる気持ち)
・第11章 PJayjngOJd Person ()魅力あふれる人間として生きる/老人を初めて演じる)





































































































































































































































































(1 )行動の景や質に応じてi~える結果 (強化スケジュー Jレで言えば、定比率 (FR) や変比率 (VR)
スケジュール)
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